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ナチス新勢働法と勢働法の
指導原理
野村手爾
は　し　が　き
　本年一月二十日濁乙に於てはナチス政府の下に、r國民的勢働
の秩序に關する法律」（GesetZ　Zu「O「d血ung　de「na七ion乱1en
Arbeit．略してAOG・と呼ばれる）が制定公布せられ、五月一日
の第二同國民勢働祭日（丁乱g　der　natiomlen　Aでbei七）を期して實
施に移されるに至つた。此の法規は、ナチス政府によつて「全
濁乙國民の肚會経濟的生活を規律する勢働のマグナ。カルタ」と
自負せられるものであ蔭、特に発法規を貫く所の指導原理に至
つては、在來吾々が勢働法の下に理解してゐた所のものとは凡
そ著しく趣きを異にする黙に於て、軍に一國の現行法規として
比較法制的研究の興味ある封象であるのみではなく、該法規が
最近世界的規模に於て現はれてゐる所の濁裁傾向の法的表現の
一つとして、勢働統制法の貌を以て現はれた黙に於て、看過し
得露槍討の饗稔となるものと考へられる。
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吾々は嘗つて世界大職后の肚會情勢の影響の下に、奮來市民法
上の雇傭原理、若くは非艦系的に制定せられた所謂保護的法規
の下に…鷹解決せられてゐた從馬勢働關係に關して、特に再吟
味を要求せられ、そして一種の流行と見ゆるまでに勢働法なる
言葉がもて唯された二とを記憶する。然るに最近に於て世界維
濟の恐慌期に入つて以來、勢働法上の研究の中心課題である從
属的勢働關係（挑bh訟giges　Arbeitsverhaltnis）に關して實質的
には、何等の基本的攣化を見ないにも係らす、却つて一般的に
勢働法上の研究についてはその熱度の低下したことを、思はせら
れるものがある。それは資本主義的杜會に於ける從属的勢働關
係が、既にその存在を止揚して了つたことを意味するものては
なく、また從つて勢働法研究がその限度に到達し了つたことの
讃左となるものでもなくて、軍に現在の祉會情勢の下に於ける
政治的勢力の關係に俣つところの杜會的現象の一つであると考
へられる。勿論かくの如く主張することによつて、私は現在に
於ける政治的勢力の相互關係、並びにそれによつて惹き起され
叉は影響せられてゐる杜會的諸現象のもつ主要性を過少評憤し
ようとするものではない。現實としての從厨的勢働關係の存在
と、此の從属的勢働關係に關する規律としての勢働法規叉はそ
れに關する法思想とは、必すしも表面上一致封慮して現はれる
と云、玉よりは、その問に政治的諸條件の介入することによつて
却つて一見矛眉して現はれてゐる。帥ち特に政治的祉會的諸條
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件の反映の敏威なる勢働法領域に於ては、法規が肚會的基礎的
關係と調和を以て現はれるよりは、政治の形態と相癒して現は
れることが現在に於ては特徴的てさへもある。從つて最近時に
於ける勢働法研究の不振と云ふことは、一般的に研究そのもの
の不必要を示すものではなく、介入し來つた所の政治的諸條件
との關係に於てまさに新しき再槍討を要求せられつ、あるもの
と解すべきであらう。二の二とは、例へぱ現在の獅乙に於ける
が如く、この世界恐慌期に於ける一定の政治的傾向一一フアシ
スト濁裁への政治的傾向一一一を代表するナチスの政権制覇の后
に行はれたところの、珊謂「勢働法上の革命」の如く一つの積極
的な勢働法上に於ける企圖についても同じやうに考へ得られる
ものと云はねばならない。即ち程度の差二そあれ、現在世界諸
國に現はれてゐる漸の、勢働法的研究又は立法の上の沈滞不振
又は逆轄の諸相の裏面を流れてゐるものは、同時にナチス猫乙
の勢働法上の新企騒の背后にあるものと同じ性質のものであ
る。一は濁乙に於て政構を翻して積極的企圖の提出となつて現
はれ催には政権を制するに至らすに薔來の勢働法上の研究不振
を惹き起し、祉愈政策的施設悪化の傾向を呈せ1、めてゐる。從
つてナチス勢働法理論、殊にその指導原理の槍討は、蕾に猫乙
一・國の法剃として興味あるばかりでなく、一・般的にフアシズム
勢働法理論の批判について示唆を與へるものであり、又廣く、
要求せられつ、ある勢働法理論の再吟味への口火ともなるもの
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と、思はれる。以上のやうな意味から私は既に吾國に於ける三四
の紹介が果されて居るにも係らすナチス新勢働法の理論的構成
と特色とを全面的に取り上げ再槍討してみようと考へる。
註一　後藤溝氏、ナチス、ドイッの新勢働法の建設（國家學會雑誌第四＋八巻五
　　號）、磯崎俊次氏、ナチス新勢働憲章について、（肚會政策時報第六＋三號）等。
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1．猫逸新勢働法の概観
　獅逸新勢働法郎ちr國民的勢働の秩序に關する法律」の内容に
關する詳細なる解説は、本稿に於ける直接的な目的てはない。
たご現時に於ける勢働法の一つの傾向として代表的であるが故
に、またか、る傾向の勢働法の指導原理となりつ＞あるものを
捉へる便宜として、一憾その輪廓を概説することは必要である
と考へられる。
　本法律は全篇七章七十三條より成つてゐる。帥ち第一章、経
螢指導者と信任者協議會（：F丘hrer　des　Be棚ebes　und　Vertr翫uens－
ra句第二章、勢働管理官（Treu臨nder　der　Arbeit）、第三章、経
螢規則と賃率規則（Betriebsordmlng　und　Tarifordllung）、第四章
杜會的名碁裁剃椹亡80ziale　E：hTengelic玉鵡barkeit）第五章、解雇
通知に關する保護（K看嫡9職gsc至・utz）、第六章、公務上の勢働
（Arbei七im6f艶11tli面en　Dienst）、第七章、腰止規定と遍渡的規定
（Se：hhB－u：nd　Uebergangsvorscl・riften）。以上の内第一より第四に
至る四章が新濁逸勢働法の主要なる構成部分を積極的に示すも
のであつて、それ等の諸規定は彼等の駈謂r國家杜會主義的世
界観」（n乱七iGnal－sozi乱Ustisc五e　Wel七ansel・飾ung）の法律上の具膿
的表現に該當するものである。第六章は僅かに一ケ條より成っ
て、官磨、國家、各州、狗逸帝國銀行、濁逸鐵道會肚、帝國自
働者道路企業、公共團膿等の使用人、勢働者については、本法
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第一章より第五章に至る諸規定を適用せざる旨を規定するに過
ぎない（第六三條）。勿論以上の勢働者叉は使用人に關する勢働
關係については別に三月二三日の法律（Gese七z　zur　Ordnung
der　Arbei七　　in　　δ徹）11七1icllen　　Verwaltungen　　und　Betrieben．
23・11創rz1934）の規定が存する。第七章は本法の制定によつて
改贋せられるに至つた諸規定、及びその本法に封す關係を規定
する。併し乍ら同じく改正叉は贋止せられるに至つた法律命令
中に於ても、例へば経螢代表法（Betriebsr窃tegese七z）叉は勢働協
約に關する命令（丁躍ifverもragsverordnung）の如く、全くi新勢働法
の基本原理師ち國家祉會主義世界観と相容れ難いものとして除
かれたるものと、本法制定により性質上不必要となりたる、例
へば一九三三年五月十九日の勢働管理官に關する法律（Gesetz
茸ber　Treuh油der　der　Arbeit）の如きものとがある（第六五條墾
照）。後者は翫にナチス政灌制覇の後に於て制定せられたるもの
であつて、その立法精紳に於ては明かに本法と同一方向を有す
るものであるが故に多く語る二とを要しない。前者は之と全く
反して、その指導原理に於て寧ろ本法と封立的立場にあるが故
に改屡せられるに至つたものであつて、此の黙の槍討は、却つ
て本勢働法の、從つてまた國家肚會主義的勢働法の、在來の勢
働法理論への否定的側面を観察する意味に於て極めて重要であ
ると考へられる。併しこの黙については後に詳論すること、し
て（次章饗照）、こ、では第一章から第四章に亙る新勢働法の主
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要部分について極めて李面的観察ではあるがナチス學者の註繹
に從つて簡軍な解説を與へておくこと、しよう。
駐　新榮働法の註繹的解説については、纏まつたものとしてGruBendorfの』s
　Gesetz　zur　Oldnung　der　n泓tion＆1en　Arbeit　und　die　wic五tigste職我rbeitsrec撮一
　ii磁enVorsc五rifホ磁inder皿e1・enFas綴ng．とM我nsf61d－Po血1－Steinmann－
　K：r＆use　の　Die　Ordnung　der　nationalen　Arbe北：KomnlentarンH。　Dersc五の
　D＆s　Gese惚箔ur　Ordnung　der　nation批len　Arbeit：Komment＆L　とがあるo　こ
　こでは專ら是等によつてナチス學者の新法の註繹を見ること＞した○
　　　　L　纏螢指導者、追從者、信任者協議會。
本法第一條によれば「経螢内に於ては、企業家（Unteme五mer）は
経螢指導者（：F誼hrer　des：Be価ebes）として、使用入及び勢働者
は追從者（Gefolgs曲8ft）として、経螢目的の促進と、國民及び國
家の共同利盆の爲に、相協同して働くものとす」と規定せられ
更に第五條によれぱ最少限二十人の追從者を有する経醤に於て
は、追從者中より信任者（Ve欺泓ue蛉m伽且er）を選出せしめ、彼
等によつて構成せられたる所の信任者協議會（Veyも餓uensr島t）を
して経螢指導者を補佐せしめる旨が定められてゐる。此庭では
吾々が在來の濁逸勢働法上に於ける勢働關係の當事者として持
つてゐた所の「勢働を受取る者」（Arbeitnellmer）及び「勢働を輿
へる者」（ATbeitgeber）の概念（註一）は最早や見ることを得す、そ
れに代はつて、経螢指導者と追從者、並びにその追從者から選
ばれた信任者叉はその協議會の概念が、新しく提出せられて來
てゐる。先づこの新しい概念とそれ等の経螢内における勢働關
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係の當事者の椹限義務並びに職能について説明しよう。
　駐一・Arbeitnehmerは被傭者、Arbeitgeberは傭者に當つてゐることは説明を
　　要しないQ但し法規上過去のものに屡してはゐると弐へこれ等の概念の持つ表
　　現上の不正確さについては一磨考へる必要がある。從属螢働關係と云ふ現在祇
　　會に於ける重要な鰹濟的生活關係を規律する法規上の概念である以上、徒らに
　　具盤的生活關係を曖昧にする表現は避けることが望ましいQ跳の黒占については
　　津曲助教授も述べてゐる（同氏、勢働法原理　二七九頁）
（イ）脛螢指導者の意義、椹利、義務。
r経螢指導者とは、維螢の尖頭に立つ所の権威ある決定力を有す
る人を云ふ」。例へぱグルツセンドノレ7は以上のやうに概念を定
めてゐる（註一）。併し乍ら今吾々に取つて、脛螢指導者の概念を
法律的にどう規定すべきかを詮議立てすることは、殆んど必要
ではないと考へられる。必要なことは、経螢指導者の経濟的な
實騰と本法上定められた灌利義務關係とである。本法第一條に
明かに定められてゐるやうに、経螢指導者は通常の揚合に於て
経螢の企業家（Untem曲mer）である。勿論企業家が、自身経醤
に關して監督をなし得ざる場合は、代理人を委任することが出
來るし（第三條第二項）、法人又は法人に非ざる團膿に於ては、
その法定代理人を、或ひは彼等によつて代理を委任せられたる
ものを以て之に代へる（第三條第一項）。此の場合に於て法定又
は委任代理人は、本法に謂ふ所の経螢指導者として、本人に属
する一切の経螢内事項に關する決定権（Entscheidu：ngsrecht）を
享有する。その趣旨とする所は、自然人たる個人をして、指導
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者としての権能を充分に登揮することを可能ならしめ、その行
動に關する責任を明かに負搭せしめることによつて、所謂経螢
協同膿・（Be七r∫ebsge腿einse玉1勘f七）の實を墨げしめようとするので
ある。部ちナチス學者の謂ふ所に從へぱ、相互の信任の上に成
立する協同膿の目的に封して、最後的決定灌を有し又責任を負
捲するものと、追從者との問に、責任なき中間者を置くことは
徒らに妨害となるに過ぎないからと説明される（誰二）。
　経螢指導者の有する権利の最も重要なるものは、云ふ迄もな
く経螢上諸事項に關する決定権（Entsc五eidungsτech七）である。
帥ち経螢に關する一切の事項に封して、本法によつて規定せら
れる限り、追從者としての勢働者に封して決定権を有する（第
二條第一項）と云ふことである。勿論此の決定権に封しては一
定の限界として、國家並びに経螢協同膿の安寧に抵鯛せざるこ
とに標準を置いており、又その爲には勢働管理官の管督権と杜
會的名碁裁判に於ける制裁規定とに於て一定の保障を典へんと
企て、居る（第十六條、第三五條）。この黒占は本法の特徴として
墨げられる問題に密接に關係してゐるのであるし、從つて濁逸
新勢働法の批判の重要な饗象となるのであるが・此慮では後章
に譲ること＞して軍なる説明に止めておく。
　此の決定権を有する結果として、経螢指導者は信任者協議會
を主催し、之を指揮整理する構限を有する。叉追從者をして信
任者を選墨せしむる爲に、ナチス経螢細胞（N・S』B・0）の監督
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と合意の下に毎年三月名簿を作成提示する権利をも有する　（第
六條）。最後に経螢指導者の権利として特に重要な意義のあるも
のは、経螢規則（Be七riebsordnung）の決定灌である（第二六條）。
これによつて部ち勢働時問、賃銀、その勉の勢働條件を定める
に當つて決定的な影響を與へることを得る。
　以上のやうな権利にi封慮して、経螢指導者にはまた特定の義
務が課せられる。本法第一條はr輕螢目的の促進並びに國民及
び國家の協同利盆（zum　gemei珊豆Nutzenvon　Volk　undStaa七）
の爲に経螢指導者及び追從者は相協同して働くべき」旨を定め
る。この規定は勿論ナチスの團膿主義的法理の勢働法上に於け
る指導原理を表明したものであつて、経螢指導者と追從者相互
の法律關係を一般的に原理的に規定し、以下各條の諸規定をし
て擦るべき規準たらしめるものと解せられる。從つて二の規定
を受けて直ちに第二條は、経螢指導者に封して追從者の安寧を
顧慮すべき義務を課する。此の義務は在來の勢働法上、狗民法
六一八條の規定より傭主の被傭者に封す保護義務（F丘rsorge一
：P且ich七）として、勢働契約上登生する附随的義務と解せられてゐ
た所のものである（註三）。こ、では最早や箪なる附随的義務では
なくて、法典上主たる義務の位置に明定されてゐるのであつて
ナチスが勢働法上傭主、勢働者の封立的債権的關係を專ら否定
せんとする一つの現れと解すべきである。而してその義務の内
容は實施上作用する敷力範園にっいては暫らく別として少くも
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理論的には例へば工場法、肚會保瞼法等に現はれてくる指導精
神と同様なものであわ、追從者の生命、健康、所有物の爲の保
護施設をなすこと＞考へて差支へないであらう。以上の他に経
螢指導者が追從者にi封して、賃銀の支挑ひをなす可き義務を負
櫓してゐることは云ふまでもないことであb、又脛螢規則の表
示、信任者に封して経螢内諸事項決定について協同の動作をな
す爲に必要なる事項を知らしむる義務等も藪へ墨げられる。
言主劇　　Grl1Bendor£　a・窃　0、S．14，
註二DietzンGesetzzurOrdnungdern翫tion＆1enArbeit。S・9。
註三勢働契約により登生する傭主の附階的義務（Neben▽erpaic比UI・9）に關して
　は、K翻ke1－Dersch，Arbeitsrechtン4。AuH・S・212f℃）に詳し○
　（回）追從者とその権利義務
　追從者とは第一條に規定せられてゐる麺り勢働者叉は使用人
を指すのであつて、從來の被傭者（Arbeitne1・mer）と内容的には
異らない。本法は雇主（ATbei七geber）と封立する意味を持つ被傭
者なる名稻を嫌つて、経螢指導者に蜀する追從者の名稻を揮ん
だ。蓋し國民祉會主義的法理論の當然の蹄結である。この名稽
の含む意味は、從つて追從者の権利義務關係の上に現れてくる。
先づ追從者の義務の黙から観察するならば、それは経螢指導者
の場合と同様に第一條の総括的規定の内に一定の方向が定めら
れてゐる。追從者の脛螢内に於て勢働する所の目的は、経螢指
導者とr相協同して」r経螢目的の促進」とr國民及び國家の騙利」
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の爲である。賃銀を受取る反饗給付として勢働力を支出すると
云ふ二とが第一義的に考へられると云ふのではなくて、所謂r経
螢目的の促進」の爲に、経螢内に於て脛螢指導者の決定に到して
忠實に勢働すると云、ζ・忠實の義務（野euep且icht）が課せられて
ゐるものと考へられる。また雇主の保護義務（F設rsOTgepHicllt〉
と規定的には表裏をなす關係にあるものとして定められてゐる
（第二條第二項）。從つて出來る丈け経螢の損害を防止する二と、
勢働過程に存する障碍の除去、勢働材料を飾約し、又愼重に利
用する等の二とが曳いては一種の義務として観察せられる　（註
一）。同様な趣旨は一般的には第四章の肚會的名碁裁判の章にも
明かに規定せられてゐる。自己の杢力を経螢の仕事に捧げ、融
會一般の顧利に服從すべきことが経螢を一個の協同膿として認
識する瓢より要求せられてゐる（第三十五條）。この義務違背そ
の他に關して生する責任關係については後蓮しよう（批會的名
碁裁判の章滲照）。
　次に追從者の権利として名文上規定せられるものは。信任者
選墨の椹利（第九條）、解雇の場合に於て一定の保護を享有する
権利（第五十六條）等が藪へられる。此の外第一條、第二條の
精紳から當然に結論される所の経螢内に於て努働をなすに當つ
て一定の保護を経瞥指導者より享有すると云ふことが存する。
併し乍らかくの如き保護の享有は事實上権利として確認せられ
うるものか否か、國民肚會主義の義務本位の法律観としては、
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多く疑問とせられる黙であらふ。
　註一Grussendor£⑳．窃．O．S．23．
　（ハ）　信任者協議會、法規上信任者協議會とは、経管指導者
並びに追從者中より選出せ賦Lた信任者（Vertr韻ens111油ner）と
によつて成立する経螢協同醗の機關であつて、協同膿内に於て
協同勢働を責任を持つて遂行してゆく爲のものである（註一）。
　信任者は一般に最少二十人の追從者を有する経螢に於て選出
せられ．経螢指導者と共に、且つその指揮下に信任者協議會を
構成する（第五條）（詮二）。信任者協議會は一児從來の勢働法制上
に於ける経螢評議會（：Be瞬ebsr描）に似てゐるが、これ’とは凡そ
實質上相距つた機關である。從來の経螢評議會は、維螢内に於
ける勢働者の利盆の代表者として企業家側と接衡する機關であ
つた。新しき経螢信任者協議會は、同じく使用人ヌ．は勢働者の
内より出るのであるが、全く前者とは反勤に理解せられるので
あつて、帥ち勢働者及至使用入の利盆の代辮者ではなく、專ら
経螢を一個の協同燈と考へ、その内部に於ける相互の信任を深
からしめ、進んで経螢指導者を輔佐する義務を負ふものとせら
れる（第六條、第五條）。從つて、彼等信任者の選出の形式に於
ても特色が見られる。毎年三月、経螢指導者はナチスの経螢細
胞（瓦8』B．α）の監督と合意の下に信任者の名簿を作成し、追從
者をして、軍にその名簿について賛否についてのみの無記名投
票を行はしめる。名簿作成が不可能のとき、叉は名簿が追從者
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によつて承認せられなかつた時には、勢働管理宮（Treuh蝕der
der　Arbei七）によつて選任せられる（第六條第二項）Q
　また信任者たる爲の資格は極めて嚴重である。満二十五歳に
達したるものであつて、少くとも一ケ年問同一経螢叉は企業に
所属し、叉ニケ年間同一叉．は類似の職業或ひは産業部門の仕事
に從事し、公民権を有し、r濁逸勢働戦線」（DeutscheArbei七sfron七）
に屈し、模範的人格を以て顯れ、何時たりとも躊躇なく國民的
國家（n＆tionaler　Staat）の爲に身を挺する人物たることを必要と
する（第八條）。
　此の信任者の職務は名碁職とされる（第十三條）。自登的僻職
の場合を除き通常経螢より脱退するときは溝滅する。信任者の
勤勢關係の告知は許されない。勿論経螢叉は経螢部門の休止の
結果としてその必要を生する場合、叉は正當の理由ある場合は
この限りではない（第十四條一項）。これは信任者としての地位
を保詮せんとする趣旨に出てゐるものと云3・べきである。但し
勢働管理官は物的若くは人的不適任を理由として信任者を罷冤
することが出來る（第十四條二項）。
　選任せられたる信任者協議會の委員は、國民勢働祭（毎年の
五月一日）の日に當つて、その職分の執行に於て、自己の利盆
を没却して、経螢虹びに凡ての國民同胞の協同膿の旛利の爲に
働き、またその行状及び任務の途行に當つて、経螢所厨者の模
範となるべきことを、追從者一同の前に表明すべきものとされ
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る（第十條）。
　大膿以上に槻察してきたやうに、信任者協議會は、その義務
構成、任用資格等よりして、專ら脛螢指導者を輔佐し、脛螢内
の協同勢働を最も能率的に實現せしめんとする機關である。然
し乍ら、決して経瞥の経濟的指導にまで立ち至るべきではなく
この黙に關しては一歩を誤れば祉會的名碁裁判の被告となる怖
れさへも存する、企業の経螢は飽迄企業家帥ち経螢の指導者の
手に甕されるのであつて、信任者たるものはその経螢指導者の
経螢方針に基いて行はれる勢働遂行過程の内部に於ける輔佐機
能を充足すべきものてある。從つて経、螢協同膿の理論の嘗然の
論結として、理論的には上爾者の問には法律上の雫ひの起るな
どと養、奪・ことは凡そ豫定せらるべきではない（第六十六條）。た
だ存しえられるのは軍なる意見の相異であつて、その場合に於
ては勢働管理官にその決定を任すものとせられる。
駐酬　Grussendor£識。乱。0．S。％
註二　信任者の敷については第七條に規定せられる。郎ち、三十人以．L四十九人
迄擾從者を有する経螢に於ては二人、五十人以上九十九人迄は三人、百人以上
百九十九人迄は四人、二百人以上三百九十九人迄は五入、その上は三百入毎に
一・人を加へ、＋人を以て最大限度とする。
信任者の選出に當つては、使用入、勢働者、家内工業勢働者を適宜に比率的に
考慮する（第七條第四項）。
2・螢働管理官
企業家と勢働者又は使用人の協同關係の創設は、ナチス新勢
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働法に於ける中心的な課題である。併し乍ら企業家と勢働者と
の問に於ける利盆の勤立的關係が排除せられておら諏現實と、
從來の勢働法に於ける集團的封立的理論の影響とは、この課題
の解決に當つて　から露困難を與へるものである。第一條第二
條等に示せる協同膿的理論をナチス當局の企圖するやうな機構
にまで實現せしむる爲めには、必然的に強力なる襖を必要とす
る。この襖の一つとなる所のものが勢働管理官制である。從つ
て本法規定の内に於ても勢働管理官制は特に重要な地位を占め
てゐる。勢働管理官については、既に一九三三年五月勢働組合の
解散を強行した直後、勢働關係をば規制する爲めに公布せられ
た「勢働管理官に關する法律」（Ge3e七z伽e理reu拡nderder　Arbeit
vom19・皿ai　l933）によつて定められたものである。本法は、
此の法律の暫定的性質を排し、新たに本法典中に規定して、そ
の地位並びに任務を彊固ならしめてゐる。
　勢働管理官は、経濟大臣、内務大臣の同意を以て勢働大臣の
決定せる纒濟旺域（Wirtschaf七sgebie七e）毎に任命せられる政府官
吏であつて勢働大臣の監督の下に立つ、また政府の下せる規準
及び指令・に拘束せられる（第十八條）。一般的には、專門家委員
會（SachveでS七顛d量genausscl皿B）の助けを得て、経濟匿域内に於
ける勢働李和の維持（Erhaltung　des　Arbeiもsfriede玉■s）に留意す
べきであり、從つて具膿的には次のやうな任務が規定せられて
ゐる。
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イ、経螢信任者協議會の構成、事務の監督、争ひある場合の
　決定。
口、信任者の選任及び罷菟を法規の定むる研に從つてなす二
　と。
ハ、経螢信任者協議會より、経瞥指導者の典へたる決定に封
　して訴へありたる場合に之を庭理する二と。
昌、解雇の場合に於ける決定。帥ち百入以下の從業者を右す
　る経螢に於て九入以上の從業者を、百入以上の從業者を有
　する経螢に在りて、百分の十、又はその率に達せざるも五
　十人以上を四週問内に解雇するときは、経瞥指導者に通告
　の義務（勢働管理官に封する）を課し、それに關する決定を
　なすこと。解雇通告登迭後ニケ月内に於いて無敷の決定を
　なしうる二と。解雇題告期間中に於ける努働時問短縮の許
　可を與へうること。等々（第二十條）。
＊、経螢規則に關する決定の履行を監督すること。
へ、專門家委員會に於ける意見に從つて経螢規則、個々の勢
　働契約の内容に關する大綱、及び賃率規則を決定し。その
　途行を監督する二と。（第三十二條）
ト、肚會的名碁裁判権の行使に當つて協力する二と。
チ、勢働大臣、経濟大臣の指令の下に、絶えす祉會政策的登
　展に關して政府に報告をなす二と、（以上諸任務につきては
　第十九條に総括的に規定せられる）。
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　勢働管理官は以上のやうな廣汎なる椹限を有する。この権限
に基く諸決定を遺漏なからしむる爲には、專門家顧問會（Sach－
verstandigenbeirat）の意見を徴することを得させる。即ち第二
十三條によれば、勢働管理官はその所轄歴域内の一般的原則的
問題について討議をなす爲に、管轄匠域のあらゆる経濟部門よ
り一個の專門家顧問會を召集する。但し專門家の四分の三は濁
逸努働職線の推薦者名簿中より採用すべきこと、残り四分の一
については勢働管理官が、所管匿域内より選任することを得る。
この揚合濁逸勢働戦線は、第一に勢働管理官匠内の経螢の信任
者協議會員をぱ、その職業團膿、経濟部門を顧慮案配して名簿
にのせねばなら露。また経螢指導者並びに信任者については略
宝同歎を名簿に記載することを必要とする。更にこの一般的專
門家顧問會の外に勢働管理官は、個々の問題について專門家委
員會（Sac：hverst蝕digenausschuB）をも召集することが出來る。
いづれの揚合に於ても、專門家となりたるものは、最上の知識
と良心に從つて、超蕪派的にその任務を途行し、特種利盆を追
求することなく、たy專ら國民協同膿の輻利の爲に奉仕するこ
とを宣誓せねばなら露義務を負つてゐる（第二十四條）。
　3．　経螢規則と賃…撃規則
　経螢規則は從來の勢働法上の勢働規則（Arbeitsordnung）に替
るものである。在來は雇主團膿と被傭者團膿の問に於ける勢働
協約（Tarifvertrag）によつて基本的な勢働條件が決定せられ、そ
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の範園内に於て各経螢内に於いて雇主と経螢評議會（Betriebs－
r乱t）との折衝決定に委せられてゐた。然るに新勢働法に於ける
経螢規則（Be七riebsordnu119）に於ては、雇主．被傭者夫々の團謄
的取引を禁止する結果、最早や集團的協定（：Kollektive　Vereb
b乱rung）も、総ての場合に共通する一個の意思行動も存在する
ことは許されす、たゴ経螢指導者のみが、それぞれの経螢に適
用せられる経螢規則を決定する。これは既に蓮べた所の脛螢指
導者の決定椹の重要なる部分を構成する。勿論この場合信任者
協議會が協同的にその意思決定に滲蚕することも既に述べた。
信任者協議會がこの決定を以て経螢の脛濟的杜會的状態と相容
れ露ものと認むる場合に限り、勢働管理官に封し、文書を以て
訴ふることを得る。
　脛督規則は最少二十入以上の勢働者、使用人を有する経螢に
於ては文書を以て告示せられねばならの（第二十六條）。此の告
示義務は、経螢指導者の公法的義務であり、從つてその正しき
履行は勢働管理官にによつて監覗せられる。また告示は各経螢
：部門毎に、適當な経螢所属者の眼に鯛れ易き揚所になさるべき
であり、若し要求あれば寓しを從業者に配分せねばなら源（第
三十一條）。
　経螢規則には下記の如き勢働條件を記載する二とを必要とす
る。（第二十七條第一項）。
　イ、李常の場合に於ける一日の勢働時間並びに休慧の始終、
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　ロ、勢働報酬（Arbeitse二・tgelt）支佛ひの期日並びに方法。
　最も重要なる経螢規則の内容てある。この條項の記載を敏
　　いては脛螢規則は意味をなさない。第十九條の規定による
　努働管理官の干渉が期待される。
　ハ、出來高又は箇歎賃制度によつて勢働する経螢に於ては、
　　出來高又は箇藪賃仕事の計算に關する原則を表示すること
　昌、賠償規定の存する場合には、その種類、金額、徴牧法に
　　關する規定。賠償規定は維螢の秩序と安全とに翼する侵害
　　についてのみ許されるのであり、またその額は一日の李均
　所得の孚ばを超ゆるを得ない。重大なる侵害の場合のみ一
　　日の準均所得額まて課することを許される（第二十八條）
　ホ、法規上の根擦によらすして、解雇通告期間なしに努働關
　係の解雇の生する場合の根擦。
　へ、違法なる勢働關係の解清によつて生じたる報酬金額の使
　　用についての規定。
　禽以上の外任意に勢働條件を経螢規則中に規定することが出
來るのであるが、勢働者及使用人の勢働報酬を規定する揚合に
於ては、各の経螢所厨者の勢働給付に相當するやうな標準に從
つてその最低率を定めることを要する（第二十九條）。
　さて経螢規則は通常の場合に於ては経瞥指導者の決定すべき
ものであることは既に述べた通りであるが、勢働管理官もまた
專門家委員會の協議に從つて経螢規則並びに個存の勢働契約の
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根本規準を定めることを得る。更にまた、勢働管理官の所管匪
域内に於ける一定の脛螢集團の從業春の保護の爲めに、勢働關
係規制の最少限條件の決定が必要とされる場合には、勢働管理
官は、專門家委員會の意見によつて賃率規則（T＆ri｛o圃且ung）を
文書を以て嚢することが出來る（第三十二條）。賃率規則中の規
定は、維螢規則の規定に優先するのであつて、これと相反せる
経螢規則を定むるも無敷である（第三十二條）。
　賃率規則は在宋の勢働法に於ける勢働協約に替つて現はれた
ものであり、経螢規則の揚合と同様に、奮來の勢働法に現はれ
た集團主義への完全な否定の上に立つてゐる。
　4・　融；會的名塁暴裁芋U
　第四章に規定せられるr杜會的名碁裁判制」はまた本法の内に
於て特に目新しく威じさせられるものである。此の規定は專ら
第一條、第二條と唱和して、彼等の灰謂r経管協同膿」の概念に裏
付けをなし、本法をして著しく道徳納ならしめてゐるものであ
る。r…の脛螢協同膿に所属する各員はや脛螢協同膿内に於ける
夫々の地位によつて、夫々に定まる所の義務をぱ良心的に途行
する責任をもつてゐる。またその地位より生する尊敬に傾する
ことをその行動によつて禮明すべきてある。特に各員は絶えす
各員の責任を自畳して全力を繧螢の仕事に捧げ、また全膿の編
利に服すべきである」（第三十五條）と。即ち経瞥内にあるもの
は、その仕事にi封して國民の騙利に奉仕すると云ふ意味に於て
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一の重大なる肚會的名碁義務を負ふものであり、その肚會的義
務に違背するものは、肚會的名碁に勤する侵犯者として名碁裁
判所（：殴rengericht）の懲戒に服すべきものとされる。勿論此の裁
判による刑罰は一種の懲戒的名碁刑罰であつて、刑法上の犯罪
に封する刑罰とは別個に存在するものとされる。杜會的名碁侵
害に封する訴追期問は一年（第三十七條）。侵害は勢働管理官の
申告に墓いて名碁裁牛唖所によつて裁判せられる（第四十一條）。
名響裁制所は、勢働管理官所在地域毎に設置せられ、主席とし
て政府任命の司法官一名、r濁逸勢働戦線」呈示の名簿より採用
せる経螢指導者一名、信任者一名とよりなる陪席二名とによつ
て構成せられる（第四十一條）。．L訴裁判所は司法官二名、経螢
指導者一名、信任者一名、政府任命の官吏一名の五名によつて
構成せられ、首都伯林を所在地とする（第五十條）。次に懲戒に
付すべき侵害とは次の如きものをさす。
　イ、企業家、経螢指導者、その他監督的地位にあるものが、
　経螢内に於ける地位を濫用して、故意に追從者の勢働力を
　搾取し又はその名馨を傷けること。
　口、追從者たるものが、悪意を以て追從者を煽動し、経螢内
　　の勢働李和を危殆ならしむること。特に信任者たるものが
　故意に経螢指導に野して不當の干渉をなし、又は経螢協同
　膿内部の協同精紳をば悪意を以て混観せしむること。
　ハ、経螢協同艦の所属者が屡々勢働管理官に封して輕率なる
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　　抗告、告訴を提出し、叉は勢働管理官の文書命令に封して
　　執拗に反抗すること。
　昌、信任者たるものが、その任務の途行に當つて知るに至つ
　　た所の信任事項、経螢叉は業務の秘密にして、その旨の明示
　　せられたるものを権限なくして公表すること（第三十六條）。
　以上の侵害に封する名碁裁判上の刑罰は次の如きものであ
る。
　一、警告
　一　　　哉屯虫　＿・、雇蝿貝
　三、一萬マーク未満の罰金
　四、経螢指導者叉は信任者としての職務途行資格の剥奪
　五、從來の勢働場所よりの放逐、（以上第三十八條）。
　鼠　解雇に關する親則
　一定の範園に於て経螢内從業員の解雇についての保護に關し
ては、奮來の勢働法と根本的にはi攣更がない。併し乍ら解雇を
受けたる從業員がその代表たる纏螢協議會員を滲加せしめて呈
出する異議（Ei聡prud・）の申立の制度は（経螢協議會法第八十
四條）、徒らに爾者間の法律的紛雫の原因となるものとして之を
排し、新たに規定する所となつた（註一）。
　解雇が不當に苛酷（unbiUig五麟）であり、また経螢の關係
によつて條件附けられておらぬ場合は、解雇通告を受けたる勢
働者叉は使用人は通告の取溝の訴を勢働裁判所（Arbeitsgeric上句
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に提起することが出來る（第十六條）。此の場合訴を提起しうる
勢働者、使用人は同一纒螢又は同一企業に一ケ年就業せし後に
解雇漣告を受けたる二とを要する二と、當該経螢が最少十人以
上の從業員を有する二と、通知受領後二週問内に取清の訴をな
すこと等の條件が充たされねばなら跨。また経螢が二十人以上
の從業者を有することによつて脛螢信任者協議會を置く場合に
於ては、雇傭糧綾の問題が信任者協議會に於て無敷に絡りたる
旨の信任者協議會の詮明をも同時に添附せねばなら鍛（第五十
六條第二項）。勢働裁判所が訴を受理し理由ありと認めたるとき
は解雇通知の取清を言ひ渡す。企業家はこの場合、解雇通知の
取溝をなすか、或ひは取浩を拒否してその損害を賠償するかに
ついて選樺をなすことを得。取浩は制決言渡後三日間以内に被
解雇者に封して通知せらるべきであり、表示なくして期問を過
ぎたる場合は損害賠償が確定する（第五十七條）。損害賠償の額
の決定に當つては、被解雇者の経濟的状態、脛螢の経濟的賠償能
力を顧慮し、勢働關係の纏績日藪によつて算定し、最後の一年
の所得の十二分の四を超ゆることを得ない（第五十八條）。また
企業家は取浩の場合に於ては解雇の時より再探用の時に至る賃
銀又は所得を嶺補すべき義務を負ふ（第五十九條）。解雇を受け
たる者が新なる勢働關係に入つて居る際には、解雇取浩を拒否
する権利を有する。但し企業家の取浩の意思表示後三日以内に
拒否をなさyる時は、拒否の樺利を失ふ（第六十條）。以上の諸
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規定は解雇が法規當然の結果として起る場合（註二）。又賃率規則
によつて生する場合には適用せられない（第六十二條）。大量解
雇（皿＆ssene：n塩ssungen）の場合に於ける規定は既に勢働管理官
の章に述べた灰である。
註一：B亘rwinkel－Leue，GedankenzumGesetzzurOrdnungdernati・鰍皇e艮
　Arbeit．Juri5tisc五en　Wochenschri銑1934，S．596，
註二　法規當然の結果起る解雇とは、例へば小児勢働、婦人勢働等に關する商法
　典の規定による禁止等の揚合であるQ
II．　ナチス勢働法の理論的構成
　　その否定的側面
　極めて奉面的ではあつたが前章に於ては專ら規定の配列に準
擦して、ナチス新勢働法の大膿のスケツチを典へた。それには
例へば経螢指導者と追從者、努働管理官制、肚會的名碁裁判制
等の如く、一見して目新しきものを威せしめるものがある。夫
等は併し乍ら相互に相携へて一つの膿系として形成せられ、ナ
チス的國家槻．祉會観と照懸して現濁逸に於けるナチス支配の
一機構をなして居る。さればこそ、ナチス勢働法學者によつて
「勤勢濁逸國民の努働のマグナ、カルタ」として誇られ、政府當
局者によつてr勤努猫逸國民に封して、始めて新しき猫逸國家の
世界観の根本原理を表現する斯の偉大なる肚會的法規が饒けせ
られた」（勢働大臣、フランツ、ゼルデ）と云はれる所以である。
私は更に是等諸規定の相互關係を立艦的に捉へて、新勢働法の
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特徴特にその指導原理となるものを探求してみやうと考へる。
　ゼノレデ氏（：Fr＆nz　Selde）は云ふ、「今や肚會法の領域に於ても、
古き見界と全き謁立を意味する新しき秩序が現はれた」と。こ
の場合に於てゼルデ氏の云ふr古き見解∫新しき秩序」の内には
既に一定の憤値批判を含んでゐる。吾々にとつてはこの批判を
その儘に承認する爲には一慮の論詮を必要とするであらふ。が
吾をが在來の濁逸勢働法の言葉の下に観念しておつたところの
ものとは凡そ距りのゐる内容を盛つてゐると云ふ意味に於ては
確かに新勢働法はr古き見解に封立する新しき秩序」であると云
、弘ことが出來よう。形式的に解するならば、謂ふ所のr古き見
解」とはナチス政権制覇前に形成せられた勢働法を指すことは
明かである。では實質的には如何なる見解を指すものであるか。
彼等の云ふ所に從へば、一九三三年五月十九日のr勢働管理官
に關する法律」の制定によつて漸く否定せられるに至つたr集團
的勢働法」（D舗kollektive　Arbeitsrec五t）の基礎観念を意味する
ものである（註一）。元來ナチス政権獲得前の濁逸に於ける勢働法
の登展はカスケルの見解に從へぱ時代的に三つの時期に匿劃す
ることが出來る。（註二）。第一期はゼスマルクの時代、帥ち主と
して國家による勢働保護法の色彩を有する時代であり、見童勢
働に關する法律、トラツク制度屡止の法律、工業條令（Gewerbe・
ordnung）ゼスマルクの敢會保陰法等がこの時代の特徴的の法
規となつて現はれてゐる。極めて個人主義的人道主義的で而も
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保守的でさへもあつた時期である。第二期はウヰルヘルム第二：
世の時代．師ちゼスマルクの時代の終結から世界大職に至る時
期に該営し、禽依然として官僚による勢働者保護が一種の麿含
政策として努力せられたのであるが、、終に濁逸祉會異主蕪と意
見の一致を見す、漸次1努働法の聚展は國家的保護主義より勢働
組合の強化による自助的救濟の方向を取b、勢働協約の締結に
よる集團的勢働法への機蓮が濃厚に現はれ始めた時代である。
第三期は世界大職中よリナチス政権制覇に至る時期であつて所
謂「集團的夢働法」の時代と呼ばれる所のものであり、新勢働法
、によつて完全に否定せられたとナチスに依つて云はれるところ
のものである。然らば二の集團的勢働法とは如何、その指導的
理念は何であつたか。吾々はナチス新勢働法の否定的側面を観
る爲に一鷹の槍討を試みる必要がある。
　集團的勢働法は塞本的には雇主として現はれる資本家と、被
傭者として現はれる勢働者との問に．勢働力の取引を中心とし
て利盆の封立（必すしも階級的利盆の翼立までは認識されてゐ
ない）を承認し．利盤を典通する傭主問．被傭考賜に夫々の團結
の自由（Ko漉tionsfrei五eit）を法認し、爾團膿問の團鱈的取引に
法律的敷力を附興して一定の祉會的調整を保たんとしたもので
ある。何が故にかくの如き集團主義が勢働法上實現されたかと
云ふことは、また一の問題として興味深いものである。簡軍に
鯛れるならば、勢働者階級の自畳運動の登展がたまたま當時の
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狗逸の支配勢力と一時的均衡關係を生み出したことに因るもの
である（註三）。具艦的には一九一八年後の革命動飢と、その革命
の市民的性質に終つた二と、肚會民主窯と蕾濁逸帝國の支配勢
力との握手の成立したこと等と深い關係を持つと云ふことが出
來やう。
　さてこの集團的勢働法の最初の形式的出現は、カスケノ・・によ
れぱ、一・九一六年十二月五日の補助勤務法（Hilfsdienstgesetz〉
の制定であると。此の法律は、工業條令（GeweTbeO・）の規定す
る補助勤務経螢にして五十人以上の勢働者、使用人を有するも
のは、勢働者（使用人も含む）委員會（Ar1）eiter－bZw・Angestellten－
aussch丘sse）を設置しうる旨を規定する。この委員會は後の経
螢協議會制の先駆をなすものである。また既に賃銀その飽の勢
働條件に關して仲裁委員會（Sc五1ich七ungsaussch偽se）が認めら
れ、在來國家的に法認せられなかつた職業團膿（：Berufsorganisa－
ti・n）の仲裁に饗する介入が認められるに至つた。郎ち此庭に
「雇主並びに被傭者の経濟的聯合」制度の端緒が開かれるに至つ
た。更に一九一六年六月二十六日に於ける勢働組合（Gewerk－
sch謡）の政治的結肚取締法規よりの除外による團結権の法認
一九一七年三日十四日の首相フオン、ベトマン、ホルウエクの宣
言に基く團結権の確立、等によつて、次第に集團主義に基く勢
働法時代への樽化が明瞭となるに至つた（註四）。それは大戦の永
びくに從つて加はつて來た所の猫逸の政治的経濟的困難と密接
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に結び付く所の勢働蓮動の擾頭に因るものと見られやう。併し
乍ら集團的勢働法が一個の膿系として舞毫に登つて來たのは一
九一八年革命の勃登以後の二とに属する。吾々はこの期に於け
る集團的勢働法の具膿的な表現を次の諸規定の内に見出すこと
が出來る。
　L　フィマール共和國憲法に於ける結薩の自由の保障と團燈
協約の法規範化。
　ワィマール憲法第百五十九條はr勢働條件、経濟條件の擁護と
改善の爲の結祉の自由（Vereinigungsfreil・ei七）は何入にi封しても
また如何なる職業についても保障せられる、此の自由を制限し
妨害せんとするあらゆる約定、行爲は違法である」と規定し、
第百六十五條はr勢働者及び使用入は企業家と蜀等の権利を以
て相協同して賃銀並びに勢働條件の規制、及び生産力の全経濟
的登展に滲與する。封立する爾組織及びその協定（Verei蘭躍ung〉
は承認せられる」と規定する。これらの規定の内には樽働協約
（丁謡fvert職9）の締結による勢働條件の肖助的集團的規整と、経
螢協議會（：Be七riebsra七）の制度による経瞥内に於ける被傭者の
團結的活動の基礎が置かれてゐる。
　2．勢働協約條令第一條、第二條に於ける協約の強行性と一
般的拘束性の規定。
　一・九二八年三月一日の勢働條約條令（Tarifvertmgsve量℃rdnung〉
は一九一八年十二月二十三日の勢働協約、勢働者、使用入委員
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會、勢働孚議伸裁に關する命令（Verordnung曲er　T乱「if－
ver七rage，Aτbeiter－und　Anges七ellten我usscllusse　und　Schlichtung
vonArbeiとssbreitigkeiten）に定められたるものに從つて規定せら
れる。第一條は雇主、被傭者の團膿問に協定せられたる條件が、
書面による契約によつて規律せられる限り、協定に墾加せる個
入はその勢働契約（Arbeitsvertr泓9）によつて協定規約を礎更す
ることを得ない。協約に於て基本的に勢働契約に任せられた條
件、または被傭者に有利にして、而かも協約に於て明瞭に贋棄
せられて居ら露條件についてのみ契約は有数性を持つ旨を規定
する。また第二條は、協約地域に於ける職業部門に於ける勢働
條件の形成に取つて極めて重要なる意義を持つやうな勢働協約
については、勢働大臣はその協約は一般的に拘東性を持つこと
を宣言し得る旨を規定し、勢働者の組織性を擁護し、未組織勢
働者による勢働條件の破壊を防がんとしてゐる。團膿の意思構
成に非常なる重要性を與へんとする意味よりして、この條令は
特記せられねばなら露ものである。
　3・経螢協議會法（Be七rieb8r蕊七egesetz）
　r雇主に擬して被傭者の共通の経濟的利盆を護る爲に、また経
螢目的の充足について雇主を支持する爲に、最少二十人以、ヒの
被傭者を有する経螢に於ては経螢協議會を設置すべきである」等
（第一・條）、協議會員は被傭者によつて選墨せられ（第十九條、第
二十條）等、経瞥目的促進の爲の協力の外に、被傭者團艦の結杜
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の自由の擁護（第六十六條六項）、勢働協約條件の履行について
の監督、勢働協約なき場合に於ける勢働條件の規制等（第七十
八條）の被傭者の團膿的利盆を擁護する任務を有する、荷第四
十七條はr経螢内從業員大會（Be面ebsvers泓mmhng）匿に当1しては
経瞥内に代表せられる被倣者の経濟的團罐は各一名の代表者を
涙遣し評議に墾加せしむることを得る」旨を規定し、勢働組合の
各経螢の内部關係に封する積極的影響を法律的に確認するに至
つた。二のことは経螢外と脛螢内とに於ける被傭者團膿の團膿
的利釜の擁護について統一的な蓮動の合法性を認めた意味にお
いて特に注意すべき熾である。
　4．勢働雫議（Aγbeitskampfe）を承認し、之に一定の規準を與
へる法精紳。努働雫議に封しては特に極めて断片的な規定上の
根篠しか認め得られぬ。主として勢働組合の規定、慣習法にそ
の根篠を求めるのが通例であ》る。兎も角も勢働雫議特に罷業権
の確立は、…定の限界を持つとは云へ、此の大戦後ナチス制覇
に至る期問の努働法上の特色をなしてゐる。勿論團膿聞に於け
る利盆擁護の爲の實力闘雫に登展する全艦的雫瓢については仲
裁制度（Sc翻chtung）を確立することによつて豫防の手段を講じ
てゐる（8ehliehtupgsverordnung）。この二とも集團的勢働法の
看過すべからざる特質である（註五）。
　さて、以上のやうな諸黙に所謂集團的勢働法は、その具髄的
表現を持つたのであるが、ナチス理論家は是を以て階級闘雫
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（Klassenk乱mpf）の理論を基調とするものと観ることによつて直
ちに否定すべき法律なりとした（註六）。從つて新勢働法制定に依
つて「完全に否定」すべき、また法現上否定したところの主要黙
となつたのである。
　さてこ、で若干の私見を挾むならぱナチスが集剛的勢働法を
ぱ直ちに階級闘雫の理論を基調としたもの、またその法的表現
と観た二とは些か見當違ひと云ふべきである。雇主叉は被傭者
の團結の自由を認めては居れ、寧ろ爾者の利盆の封立矛盾に封
して一定の調和を準備しやうと試みたのが奮勢働法の精神で
あつたと解すべきである。例へば雇主（Arbeitgeber）、被傭者
（Arbeitnehmer）の名稻を選んで政治的、経濟的に用ひられる資
本家乃至勢働者の名稽を避けた黙、経螢協議會制度に於て雇主
協議會員の問に一定の協和を期待した鮎、勢働雫議を経濟的性
質のものに限らんとすることその他の制限を試みた黙、特に仲
裁制度の精神等には明瞭に階級闘孚をさけんとする法意があつ
たものと観るべきであらふ。また輩に法律的表現のみに捉はれ
す政治的に大戦後の杜會的困飢、濁逸杜會民主蕪の政権制覇の
過程、その間に演じたところの肚會的役割を観察するならば、爾
一履その黙に明瞭さを加へてくることと考へられる。勿論大戦
後ナチス制覇に至るまで集團主義的勢働法の時代、政治的に祉
會民主を義の制覇の時期に於て階級闘孚か熾烈であつたことは
事實であるが、併し乍らそれはナチスの主張するが如く集團的
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勢働法の功罪を直接的に決定すべき標準とはなり得ない。この
場合政治的闘雫は法律的原因には蹄着せしめ得ないのであつて
最近に於て世界的な規模に於て起つた所の政治的経濟的な不安
困観が、特に猫逸に於て集中的に現はれたことは、ベルサィユ
條約をめぐる烈張よりの政治的脛濟的駆迫、濁逸國内に於ける
経濟機構自膿の問題にその解決の鍵を求めねばならないであら
、喜・。弊働法が具膿的膿系にまで生成する過程に於いて、政治的
勢力封立の關係の存在したこと、またそれの所産であつたと云
ふこと、、ある特定時期に膿系的表現を持つに至つた努働法と
は、密接な關係に立つとは云へ、同一のものと云ふことは出來
ない。集團的勢働法は、大戦後の動飢の内に生成登展したが、
闘雫を助長激化する方向を取つたのではなくて、闘争を調和す
る方向を取つたのであつて、肚會民主蕪の勝利に基くその政治
的肚會的槻黙の具艦的表現であつたと云、盗・べきである。從つて
努働法學者は例へば、勢働保護の絶封主義的原理に替る経螢内
デモクラシーの確立、勢働契約に於ける債権的性質の入格性化
等を集團的勢働法の實質的原理と観ておつたのである。その原
理實現の成否は暫らく置くとして、兎も角も大載後の努働法が
濠業上のデモクラシーの確立と、從つて封立する利盆の調和を
その指導原理特に理念として居つた二とは明かであつて、少く
ともナチス法學者の主張するやうに階級闘雫の理論を直接に表
現する庭のものではなかつた。勿論ナチス理論に於ては、デモ
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クラシーも議會主義も自由主義も個．へ主義も等しく階級闘雫の
理論をその基底に持つてゐると主張するのであるが、その誤り
については多く論するまでもないであら、弘。それ等のイデオ・
ギーのよつて立つ所の現實の祉會機構と、階級闘雫の生れるそ
れとが同一であると云ふこと＞、そのイデオ・ギーとしての爾
者の同一であると云ふ二と、は全然別個の問題である。兎も角
もナチスは新勢働法制定の出登に當つて、從來の勢働法を誤つ
て認識したと云ふ二とが出來るのであるが、それはナチスに取
つてはさ程重要なことではないと考へて差支へないであら、％
實際上重要なことは、勢働者又は使用人が團膿としてその團膿
的利益を自ら擁護する二と自膿を、所謂全膿的立揚から否定す
ることに存したのである。このことはナチス政権授受に於ける
過程、その間の政治的事件（努働組合の解散、猫逸勢働戦線の
形成等）に照しても明瞭となつてくると思はれ’る。
　さて以上が新勢働法の否定的側面であつた。次いて私は建設
的側面を蓮べて荷一層ナチス勢働法の特徴、指導原理を明かに
してゆきたいと、思ふ。
註一　Das　Kollektive　Arbe童重srechtの基礎観念につ）・ての簡輩なる反劃意見は、
　ナチス劣働法學者によつて、多少とも述べられないことはない・例へばRolf
　Dietz．Gesetz　zllr　Ordnung　der　mtionalen　Arbeit。S．1・
　註二　Kaskel，Aめeiもsrecht・S・5置・勢働法の蛮展に關する匠分とその特質につ
　いては主として同書の鮫述に從つてゐる。
　註三　集團的螢働法の成立の過程については、後藤清氏「ナチス政権下に於ける
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　ドイツ勢働法の輔向（批會政策時報第百五一一卜四號）に鰯れられてゐる。
註圏　集團的勢働法が盤系として成立したのは大職後ワイマール憲法第一五七條
　に於て「囚は統一勢働法を欄定す」と規定して以率のこと＞観て差支ないだら
　ふ。大載中既にその傾向が明瞭になつて來たことは、職箏熱によつて一時抑厘
　されてゐた勢働蓮動が大職孚ぱから漸次再擾頭し始めて來た傾向と封鷹するも
　のであるo
註五　猫蓮勢働法上の神裁制度に就ては説明を雀略する。結局雇主と彼傭者の團
　盤間に起る利釜封立を解決すべき第三者的補助的活動であるo從つて團膣的利
　盆封立を承認するが同時に之が調和を促がそうと云ふ黙に法意が存するo事：實
　上法意の企圖するやうな第三者的立揚が實現されるか否かは具盤的な融倉事實
　に照されねばならぬ問題となる◎
駐六　蕉來の勢働法を階級封立の勢働法とナチス學者によつて論臨されることは
　一般である。雇主と被傭者との團盤的利盆の相違を認識した黙を責めてゐるの
　であるo例へば
　Grusselldo罵改。a．0。S．12．Dietz，乞』紐。0．S。1．
　M訊ns艶ld，Von　der　Ordllul｝g　der　n乱tio照len　Arbeit　（Juristis幽e　Woche【1－
　sch識，1934，heft。10）等Q
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　私はナチス勢働法の特色を提へるのに、その否定的側面と建
設的側面とに分つて槻察しつ、ある。併し乍らこの分別は便宜
上の方法に過ぎない。爾者はr國民的勢働の秩序に關する法律」
に集約された所の一膿の爾面である。だからナチス新勢働法は
雇主被傭者夫々の團結の権利、勢働協約、経螢協議會、仲裁勢
働争議等の諸要素の上に立つ奮勢働法を否定して了つたのてあ
るが、その否定は軍なる否定ではなく、所謂國民麿會主義的世
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界観の根本原理を表現する新しい膿系の提出による新しい建設
を物語るものである。もう一度勢働大臣の言葉を引用するなら
ぱゼルデ氏は本法の公布に當つて次のやうに表現してゐる。
「これ（新勢働法）によつて新たなる肚會的建築物が打ち立てら
れた。その國民的、肚會的基本権は、濁逸経濟に於ける指導者
思想（珊hrergedanke）の高揚、階級封立の屡除、祉會的名響の
高調である。企業家は指導者原理（F曲rerprinzip）による所の國
民祉會主義的世界観に從つて、彼に属する所の責任ある地位を
ぱ、経螢の指導者として維持するのである。また企業家に與へ
られたる自由が正當に使用せられるやう、叉與へられた梅利か
ら経螢内に於ける檀断的支配が生れ露やう、此法規によつて始
めて世に現はれるに至つた所の肚會的名碁裁判制が案配せられ
る。政府の肚會政策上の最高代表者である勢働管理官もまた法
律が適正に運用せられる爲の保障を與へるものてある。・…全
膿の輻利の爲の協同の仕事についての希望と意思とから、新し
き精神が生れるであらふ。そしてこの精神に從つて新しき法律
が適用せられねばなら漁。此の法律は、総ての勤勢國民が相互
に密接に結合し、道徳的にも事實的にも準等な権能の附與せら
れることを、根本的に認めてゐる。從つてこれによつて我々國
民に杜會的季和の基礎が置かれたのである」と。
　この勢働大臣の言葉に從ふならぱ、新勢働法は三つの基本的
要素を持つのである。帥ち一はナチス凋逸の政治的経濟的領域
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に等しく現はれてくる指導者原理の導入であり、二は雇主被傭
者問の利盆の封立に替へる所のr國家並びに國民の」爲の協働の
槻念の設定、或ひは換言すれば経螢協同艦の観念の高調であり、
三は祉會的名響裁制制の確立による勢働の奉仕化てある。併し
乍らこの三つの要素は躍に並存するものではなく、直に關聯し
て所謂ナチス的世界観を表現するものでゐる。中心的な観念は
云、弘までもなく経螢を協同膿と解するそれである。新法が、從
來の勢働法上に於ける基本關係としての從属的勢働關係の性質
を一攣して、企業者と勢働者との關係をば、経螢指導者と追從
者との關係に置き換へる爲には、從來理解せられてゐた企業経
螢をば…つの協同膿として考へ直すことが必然的に要請せられ
ねばならなかつた。濁逸脛濟に於て、若し経螢が「國民と國家
の共同の繭利」の爲に運轄せられる協同膿と考へられるのでな
ければ、企業者を経螢指導者として、その地位並びに権限を合
理化し、また勢働者を経螢目的の促進の爲に奉仕せしむべき論
理的な根篠を1映くこと、なる。從つて新勢働法全膿に亙つて絶
えす協同膿の概念が張調されねばなら鍛こと、なり、その地盤
の上に企業家の権限が活かされ、同時に個々の脛螢内に於ける
企業家濁裁の方針が徹底せしめられる。然し二の企業家の濁裁
に勤しては法規の表面に於ては道徳的な目的を定める二と、によ
つて限界附けてゐる。経螢指導者としての企業家は、追從者と
しての勢働者、使用人に勤してrその編利を念とすべき義務と
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責任とを負ひ」、之に封してr追從者は指導者に封して経螢内に
確立せられた忠實を保つべき責任を負ふ」と云ふやうに（第二
條）案配せられてゐる。この規定に於ては、企業家と夢働者は、
もはや夫存の利盆について相箏ふ所の個別者ではなく、r相共に
國家並びに國民の共同の利盆の爲に働く」一つの協同膿を形成
する鎖と云、§、風に考へられてゐる。ナチス勢働法學者の表現に
從ふならばr経螢目的の促進と云ふことが國民の奉仕の内に包
含せられて考へられ、また國民に凋する奉仕として理解せられ
るならば、蕾來の利盆の射立は眞の意味に於けるジンテーゼの
内に解溝した」ものと説明せられる。また從つてこの協同膿の
概念は本法の内に於て充分に取扱はれておら濾やうな事項に亙
つて廣く考慮せられる。例へば勢働契約關係に關しても自ら異
つて理解せられ、勢働契約關係は、一方の當事者の劣働の呈供
に封する他方の賃銀の支彿を内容として成立するものてはなく
「古きドイツ法上の忠勤契約の観念より出たもの」てあり、「相互
的債務の勤立ではなく、勢務の共存てある」と云やうに解繹せ
られる　（註一）。
　次に指導者原理（：F曲rerprinzip）の弊働法上への導入と云ふこ
とも、輕螢を協同禮と解繹する當然の結果である。元來ナチス
に於ける協同禮の理論はその國家観に先づ現はれてくる。國家
は、彼等によれば、一國民の政治的生存形態であつてドー民族
の生きた組織膿（1ebendiger　OTgan1s・・ユus　ei丑es　Volks七ums）と云
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ぷこと以外には國家の槻念の下に考へ得ない（註二）。而して二の
國家は一面権威國家（泓utorit就rer　St＆at）として現はれる。擁威
國家の本質は民族の信任に裏付けられた主君的指導の猫立性と
自己責任性の内に存すると。（註罵）。だから國家の意思決定と活
動とは具膿的には、民族の信任を持つ責任ある濁立的な指導者
に表現される。かくの如き政治的見解を彼等は指導者原理と呼
ぶのであつて、議會主義的民主々義（P挑rlament翻sc地Demokra－
tie）の多藪決原理と封立する猫裁原理である。そこて経螢を以
て民族協同膿の政治的形態としての國家内部に存する協同膿と
考へる場合に於てはその協同膿の意思決定、活動についても同
様に指導者原理が考へられる二と、なる。從つて経螢内の企業
者が、経螢内の一切の事項に關する決定灌を有する指導者とな
り、勢働者使用人はその指導に服從し、二れを助くる追從者と
なる。また民主々義的なる経螢協議會制は否定せられ、指導者
の補佐機關としての信任者協議會制がこれに替ること、なる。
　また経螢を協同禮と考へ、指導者も追從者もr國民並びに國
家の瀟利」の爲に協同して働くと解する前提から見る場合に於
ては、経螢内に於ける経螢指導者の任務も、追從者の勢働も共
に一つの杜會的名響となる。二の融會的名碁を責任化し、その
名響浸犯を裁くことによつて経螢内の秩序を維持せしめんとす
る。結局勢働を奉仕化して輕螢目的を促進せしめんとする協同
禮観念に蹄着する制度と考へられるものである。
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　最後に勢働管理官の制度は本法上特異な地位を持つてゐる。
勢働管理官は各個経螢内の協同膿的活動を監督し最高狸裁機構
としてのナチス政府へまで導く所の機關であつて、ナチス凋裁
政治の重要なる機關をなしてゐる。帥ち経螢内の追從者は大部
分在來の反ナチス運動の主要部隊をなしてゐた勢働者階級であ
つて、二の統制如何がナチス政権の存否を左右する鍵となつて
ゐるからてある。
　兎も角も新勢働法の諸規定は総て全一膿をなして中心槻念と
しての協同膿観念に蹄着せしめられる。而してこの協同艦観念
と並んで、最高の民族的協同膿の型態としての國家の意思と権
威とを膿現するものとしての勢働管理官の存在があつて、甚だ
張い色彩を以て勢働關係の國家的規制化の傾向が現はれてゐ
る（註四）。
　以上が新勢働法の理論的構成の骨組をなしてゐるのであるが
勿論協同膿内部の基本關係としての努働關係が矛盾なしに協同
の利盆の上に立つてゐるか、また指導者原理によつて経螢指導
者としての企業主の猫裁的支配を助長せ濾か、更に道徳的規範
の色彩の張い協同膿規定の實行が勢働管理官の擁力的統制を必
要とする矛眉等が、新法の實施上如何に現はれるかは重大なる
問題となるであらふ。
註一Dietz，a・＆。0．S4
註二A．Hitler，MeinK乱mp£S・434・
IVナチス螢働法の理念の間題 4■
註三Friedr1ch蜘1・w，DerdeutscheStltndestILat。S．7。
註四　Hemlann　Dersc租．D翫s　Ge5etz　猛ur　Ordロung　der　n＆tiollalen　Arbe1t，
Kommentar，S．16．
　　　　IV．ナチス勢働法の理念の問題
　ナチス勢働法は、一・方に協同膿観念の設定を、他方に勢働管
理官制による國家観念の強化（St汎rku丑g　des　St餓tgged訟kens）
をその全理論的構成の内に用意してゐた。ナチス勢働法の理念
とも云ふべきものは、專ら前者に現はれてゐるのであつて、後
者はその理念の具現化の手段的地位を占めさせられてゐると見
られる。帥ち経螢は企業家と勢働者の相互の信任（gegenseitige
Vertr蹴en）の基礎の上に立つ協同膿であり、（第一條、六條、三十
六條等）協同膿内に於ける個入的利盤は全膿的瀟利（G－eminwohl）
に下属すべきものとする（第一條、二條、三十五條等）黙をその
理念と観察して差支へない。それは所謂國民肚會主義的世界観
より出登するr公盆iは私盆に先立つ」（Gemeinnutz　ge批vor
Eigellnutz）の一般的原理に劃雁1するものである。一・方が他方に
封して奉仕的勢務に服し、他方が此の奉仕に封して保護を與へ
ると云、ζ、人格的な信任關係（Vertr飢1ensverh乱bisse）を以て從
属的嵯働關係の本質と見やうとする黙にその具膿的内容を示す
ものである。
　さてかくの如き勢務呈供の關係は吾々は既にこれを古代ドィ
ツの封建法（1・ehnsrecllt）の内に見出すことが出來る。即ち封建
42 ナチス新螢働法と第働法の指導原理
法に於ける忠勤契約（Treudiens乞vertr＆9）に於ける主君（Ge｛01gs－
1・err）と家來（Gefo｝gsm鍛n）の問に於ける忠信（Treue）を中心
とした紀合關係がそれに該當する。家來は主君に翼して奉仕的
に勤勢し．主君は家來を保護、扶養する義務を負ふのてあつて
凡そ現代の勢働關係に於ては想像し得られ鍛身分的全膿的に結
び付いた關係てあつた。（註一）。此の忠勤契約の身分的性格はそ
の後商品生産経濟の登達と共に漸次近代的債椛的雇傭契約
（IDiel！stvertr勘9）に交替して行つたのであつたが、ナチス新勢働
法はまた再び此の観念を復活せしむることを企てるのみならす
努働關係をぱ實質的にも封建的身分關係へ同さんと試みてゐる
かに見受けられる（註二）。例へばナチス綱領に於ける「ゲルマン
法を以て・一マ法に」替へんとするス・一ガンにも明瞭に現は
れてゐる如く、またこの新勢働法に於ける具膿的法規について
観られる如くに。併し乍らこれは極めて無暴なる冒瞼でゐる。
封建的身分的紐帯の破れて債権的雇傭契約へと勢働關係の推移
した行つた二とは全く歴史的な必然であつて、逆行して規定の
、Lに於て封建的勢働關係を復製せんとする企ても實際的には全
く異つた勢働關係の規制を登見すること、なり終るであらふ。
即ち今日既に在來の債権的雇傭契約叉は鋤立の契機を含む集團
的勢働法を裏付けてゐた自由競雫の時代は、その本質を残し乍
らも既に濁占の時代に入つて了つてゐる。ナチスの政治的進出
の基礎となつた同じ關係がまたナチス勢働法の協同艦理論を國
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家的統制の張化と相侯つて一つのフアシスト的猫裁の法律的表
現とならしむることも亦推論して差支へない。
　さて次に注意すべき黒占は、ナチスに於ける團膿的法理観は、
慨に集團的勢働法の時代に於ても、その勢働法理論の基礎付け
として主張されて居つたと云ふことである。特に明瞭に皮肉に
もナチスによつて政治的追放をうけた鮭會民主々義的勢働法學
者のジンツハイマー氏について覗はれる所である。ジンツハィ
マー氏の勢働關係をぱ祉會的統一關係として把握すること、ポ
ツトホフ氏の肚會的身分關係と見る織、等將に理論的にはナチ
ス新法律論の先駆をなした竜）のと云つて差支へないであらふ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（註三）
註一　忠勤契約につきては、亭野義太郎氏「民法に於ける鴇一マ思想とゲルマン
　思，想」参照
註二：Dersch，統・＆，0．S・15，
註鷺　　S量nzheimer，Grulld乃遜ge　des　Arbeiおrech徳S．　59＿
　樹ジンッハィマー、ポットホフ等の見解に關する批判は津曲氏、榮働法原理四
　四二頁以下に詳し。
　　　　　　　V。若干の批判
　前三章の説明を以つて、吾々は大膿ナチス勢働法の構成を観
察し終つたと、思ふ。だがそれは專ら法規の交言とナチス勢働法
學者の言葉によつたものであつて、何等批判的な見解は加へら
れてはおらない。新勢働法は極めて道徳的の香り高い協同膿の
観念をその指導観念として全規定を被はしめてゐる。併し乍ら
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その規定の道徳的な美しさがその肚會的機能の上に於ても矛盾
なしに實現せられるか否かは、全く別箇の問題てある。ナチスな
ら露吾々は、，與へられた法律規範をr指導者の権威」の下に受取
ると云ふ丈けでは満足することは出來ない。特定の法律規範の
正しい把握は、その規範の作用する現實の地盤との關係から瞼
討されなけれぱなら臓。ナチス新勢働法の正しい槻察はまた軍
に規定の上の相互連絡を捉へた丈けでは極めて不充分てある。
ナチス支配下にある現濁逸の政治経濟の現實と照し會はせた瞼
討が敏く可からざる必要事である。私はこの黙に若干の考察を
行つて結論に替へやうと思ふ。
　先づ第一に新勢働法は雇主たる企業家と被傭者たる勢働者の
問には利盆の封立は存せす、勢務の共存ある一箇の協同膿を構
成するものと見る。脛螢を中心として企業家と勢働者との完全
なる協同關係が存在するか否かは、濁逸に於ける全経濟機構の
問題である。脛螢に於て生産手段を所有し、勢働をなさしむる
ことによつて利潤の獲得を目的とするものと、勢働を呈供する
ことによつて生存を維持してゆく者と云ふ關係は、少くもナチ
ス政権制覇前まては存在した。ではナチスの政権獲得後に於て
この状態に獲更が加へられたであらふか。若しこの朕態に縫更
なしとすれぱ経螢に於ける利盆の到立は解漕されたと云ふこと
は出來す、從つて完全なる協同膿は實現せられたとは云ひ得な
い。勿論以上のやうな利盆の封立の存在は、勢働を呈供し賃銀
V　若　　干　　の　　批　　判 45
を受取ると云ふ關係に於て債権關係と身分關係との特種な結合
による（從属勢働關係）爾者の交渉を生み出すことを妨げないが
それは一種の祉會關係の法的表現であつて、所謂協同關係では
ない。ナチス蕪¢）綱領に於ては利子奴隷制（Zins：knee：htschaf七）の
壌止、トラストの國有化等経濟機構に關する獲更の提案をか》
げて居るのであるが（註一）、政擁獲得後に於ては全然この方面は
抱郷して顧みられては居らない。経濟政策上に於ける保護主義
勢働奉仕團の編成等は何等経濟機構の根本的攣革に關係の存す
るものではない。蔀ち企業家と勢働者との關係は何等の實質的
獲化を見ないのてあつて、在廉勢働法上に於ける基本關係とし
ての從厨勢働關係はその儘にナチス勢働法にもその實質を傳へ
て居ると云はねばなら隙（註二）。かくの如き歌態の下に於いて企
業家を維螢指導者として廣汎なる決定権を享有せしめ、勢働條
仲の形成を翠に信任者協議會の補佐のみによつて決定せしめる
こと、同時に反面に於て勢働者としての實力的抗議の方法を禁
止した二ととは、経螢内に於ける企業家濁裁を容易ならしめる
怖れが充分である。勿論指導者原理に含まれる道徳的責任、魔
會的名碁に關する責任、勢働管理官制による監督等によつて企
業家濁裁に一定の限界を附し適正を失はしめざらんとする用意
あ今と見ることも出來やうが、経螢を協同膿と見る爲に指導者
の義務は直ちに饗慮する追從者の擁利とは解せられす、事實と
経螢内に於て決定樺を有する二をを法的に確認せられてゐる指
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導者に極めて有利に解せられる怖れも亦充分である。また實
際上は勢働管理官とナチス経螢細胞（N・S．B．0・）とによる統制
がある意味に於て屡々有力であることは傳へられてゐるところ
であるが、このことは事實上それ等のものがナチス政権の全膿
的規模に於ける實質的濁裁機構を形づくつてゐることを物語る
ものである。帥ち個々の企業家の濁裁は、全濁逸を支配するナ
チスの濁裁の爲に以上のやうな開係に於て統制せられてゐるこ
とを是認しなけれぱならないのであるが、このことはナチス政
権はその確立の過程に於いて、7一ゲンベルグと協調してその
経濟上の改革に關する綱領を拗棄し、フーゲンベルグ経濟大臣
辮任後全濁逸の重要産業部門の代表を以て経濟審議會を構成し
事實上の経濟相、勢働相への顧問とならしめる等の経過より観
て、濁逸経濟の上に於ては實質上大資本の中小商工業者に封す
る濁裁的傾向を代表するものと云つて差支へないのではあるま
いか、兎も角も協同膿的勢働法理論が矛盾なく實現する爲には
現在濁逸に於ては、今尚その経濟的地盤を鉄いておるものと云
ふべく、法規の定めるやうな協同艦が實現せられる爲には、國
家機關も企業家も努働者も経濟的に何等利害關係を異にせ鳳も
のとなることを必要とする。蔀ちか、る地盤を鉄くものとして
新勢働法は極めて大きな矛盾を有するものと云ふことが出來や
う。禽衣に述ぷるやうな政治的立法的諸事實もナチス勢働法の
向ふ方向と方針とを示すものとして充分に考慮すべきこと、考
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へられる。即ち政梅獲得後に於ける努働者政蕪に勤する迫害、
メーデーの塵止とそれに替る全國的な國民勢働祭の墨行、五月
二日の肚會民主蕪系の濁逸勢働組合総同盟（組合員四百萬）の解
散、全勢働者階級を含む勢資協同のr狸逸勢働戦線」　（deu七sche
Arbeitsfront）の形成五月十七日より向ふ八週間に亙る勢働休戦
の宣言（賃銀切下、ストライキ、工場閉鎖等の停丘）、経濟及地
方監督官の任命、五月十九日のr勢働管理官に關する法律」の制
定、ナチス工場細胞の強化等てある。是等の諸事件はナチス政
府が在來に於ける勢資職線の困鳳を権力的武力的に整理してき
た跡を物語るものであつて、濁逸國民維濟の機構的矛盾の解決
に何等鯛る、ものてなかつたことを示すものである。また経螢
協同艦の理論が軍なる精紳的な存在ではなく具膿的實現を見得
る可能性を否定せしむるものである。協同鰻の理論の香高い溢
徳牲は、結局政府並び蕪諸機關による武力的、権力的保障を以
て始めて表面的に維持されると云ふ皮肉を物語ること＞なつて
ゐる（此の黒占については本年三月に於ける信任者選墨について
既にその矛盾を現はした（註三））、またナチス政府、法學者のr國
民的勢働の秩序に關する法律の制定は、五月二日（三三年）の勢
働組合の解散を以て始まる勢働法の革命的登展を完結するもの
である」、r勢働法の歴史の上に新時代を導き入れたものである」
等の自己満足の言葉は結局客観的には新勢働法の持つ肚會的意
義を限界づけその牲格を物語るものである。帥ち室虚なる美麟
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によつてつyられた法規の制定によつて、一・墨に國民的協同膿
が出來あがつたものとしてr勢働法上の革命」完了を誇り、未解
消のま、に残された経濟的利盆封立を黙殺すること1二よって、
新勢働法は彼等の云ふが如き意味に於ては既に生れ乍らにして
自殺しており、結局フアシスト的支配の軍なる勢働統制法とな
り終つてゐると云ふ二とである。
註一　G．FederンDas　Progmmm　der　N．S．D、A．P，S．20．
、註二　從薦螢働關係に關する學説の詳細なる紹介と批判については、津曲氏、勢
　働法原理参照
註三　Mallchester　Gardian　WeekIy！ApriI6．1934、
　私は軍にナチスの新勢働法のみにっいてyはなく、一般にフ
アシズムの勢働法の指導原理について理論的な瞼討をなすこと
も是非必要だと考へてゐたのであつたし、またナチスの勢働法
1二ついても、特にムツソリ昌の勢働憲章（C乱rtadelLavaro）或ひ
は勢働者濁裁國としてのソピエトの勢働法等と比較研究してみ
ることも必要だと考へてゐたのであるが、此腱では取り敢へす
以上のやうに纒めて了つた。論文の全膿から見ればほんの紹介
的なものとなつて了つたやうである。
　在來の勢働法に關する滲考書は省いてナチスの新勢働法に關
して滲照したものをi爽に畢げておく。
　：Dr．WemeγGruβendorf＿：Das　Geseもz　zur　Ordnung　dor
　　　　naもionalen　Arbei七vom20．Ja：u．1934．Kommentar．
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~fansfeld-Pohl-Steinula~]n-Krause-D_ ie Ordnung der 
nationalen -Arbeit, Kcnnmentar. 
Lutz Richfer-Dentscl_les Arbeitsrecht, 2 Aufl. 
Rolf Dietz-Gesetz zur Ordnun,g der n,ationalen Arbeit 
vonl '()O. Jan. 1934. 
Dr. H. D. ersch-Das Gesetz zLlr Orr_Inung der nationalen 
Arbeit, Komnlentar. 
Heclemann, Das Gesetz zur Ordnung der nationaeln Arbe.it 
(DJZ. 1934. S. 161 ff.) 
)!IansfGld. Von der Ordnung der n~btionalen A_rbeit (JW. 
1934. *S~~. 593) 
i3~r~vinkel-Leue, C*Tedanken zum Gesetz zur Ordnung* der 
iiationalen _irbeit, (JW. 19S4. S. 593) 
Goerrig, Das neue deutsche Arbeitsrecht. (JW. 1934 S 
321) 
Ott,o Stritzke, Das neue Kitndigungsrecht. (JW. 1934. heft 
lO) 
I_Jutz Richter, Die Treuh~nder cler Arbeit und die Regelung 
der Al'beitsbedingungen (~ W. 193~. heft 10) 
Wernel: Bocckenu, W. Oppermaun, Zur Frage der Nach-
~virkul)g aus bisher geltenden Tarifvertr~gen. 
(JW, 19Q,~'4. heft 10) 
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街日本に於いては次の論文がある。
　後藤清氏、ナチス政権下に於ける勢働法の轄向、（肚會政策
　　時報第百五十四號）
同氏　國民革命途上の勢働協約（同第百六十一號）
同氏　ナチス・ドイツの新勢働法の建設（國家學會難誌第四
　十八巻五號）
　　　磯崎俊次氏、ナチス新勢働憲章について、（同九百六十
三號）
